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2016年11月25日 （金）19：00 ★追加公演 
　　　 11月26日 （土）13：00／18：00 
　　　 11月27日 （日）13：00
北九州芸術劇場・中劇場

そ
こ
は
楽
園
か
、戦
場
か―

。

か
つ
て
の
恩
人
に
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ば
れ
、師
の
元
を
訪
れ
た
青
年
。

天
体
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測
を
し
な
が
ら
自
給
自
足
の
生
活
を
営
む
人
々
。

美
し
い
自
然
の
中
で
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
。そ
こ
は
楽
園
に
思
え
た
。

し
か
し
、青
年
の
訪
問
は
、

意
図
せ
ず
彼
ら
の
生
活
に
ひ
ず
み
を
生
む
こ
と
に
な
り
・・・
。

留
ま
る
こ
と
も
、去
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、「
人
間
」に
巻
か
れ
て
い
く
。

一　般 7,500円、ユース 3,500円（24歳以下・要身分証提示） 

高校生〔的〕チケット 1,500円 （高校生限定・枚数限定・劇場窓口・前売のみ取扱）　
※全席指定・未就学児入場不可

【チケット取扱】
■北九州芸術劇場 オンラインチケット（3：00～4：00除く）／プレイガイド（10：00～19：00）
　　　　　　　　  TEL 093-562-8435（10：00～17：00／土・日・祝を除く）
■チケットぴあ 　  0570-02-9999（Pコード：450-188）
■ローソンチケット 0570-084-008（Lコード：89930）

【お問合せ】 
北九州芸術劇場　〒803-0812 北九州市小倉北区室町1丁目1-1-11　TEL 093-562-2655
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http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2016北九州国際音楽祭
ラデク・バボラーク[ホルン]＆バボラーク・アンサンブル（弦楽五重奏）
モーツァルト：ホルン協奏曲全曲　ほか

20㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上 ※当日各￥500増 ※全席指定 ※A席は2階ステージ周り席

響ホール提携事業
二村裕美ヴァイオリンリサイタル
ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第5番ヘ長調op.24「春」　ほか

25㈮ 19:00
一般 ￥2500

学生（小～高校生） ￥1500
二村裕美後援会

090（8354）7335【二村】
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席自由　※未就学児同伴の方はお問合せください

第34回産業医科大学混声合唱団定期演奏会
北川 昇：合唱組曲『まだ見ぬあなたへ』より　ほか 26㈯ 18:30 無　料 産業医科大学混声合唱団 メデュトピアコール

090（9736）9880【山田】※全席自由

北九州演奏家グループ 「虹の会」 第54回定期演奏会
W.A.モーツァルト：オペラ『フィガロの結婚』K.492序曲（ピアノ連弾）　ほか 27㈰ 14:30 1人券 ￥1500　2人券 ￥2000 北九州演奏家グループ「虹の会」

093（951）0699【姫野】※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

海峡寄席
落語サークル「噺の会じゅげむ小倉出張所」の楽しい落語や漫談をお楽しみください。 13㈰ 14:30～

16:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『2016sympathy写真展「あの日の記憶」』 10㈭～16㈬ 無　料
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151
※10㈭は11:00から、16㈬は15:00まで

『平成28年度門司区文化祭写真公募展』 19㈯～24㈭ 無　料
※24㈭は16:00まで

Takarako Tomita Petit Concert 《フレンチシックな午後に》
シャンソン歌手富田宝子と魂のピアニスト坂下文野が優しくも迫力あるフランス語シャンソンを聴かせます。 5㈯ 13:00

15:00
無　料

※各回定員50名
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 12㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第66回門司区文化祭　三曲演奏会 6㈰ 12:00 無　料 門司区文化団体連合会
093（331）6232第66回門司区文化祭　区民音楽祭 12㈯ 14:00 無　料

エスタダンスアカデミー　第5回　キッズ発表会 13㈰ 14:00 ¥500 フィットネスクラブエスタ門司
093（382）5100※3歳以下無料　※当日￥200増

第66回門司区文化祭　日本舞踊大会 20㈰ 12:30 ¥1000
（前売・当日共） 門司区文化団体連合会

093（331）6232第66回門司区文化祭　邦舞邦楽大会 27㈰ 12:00 無　料

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高倉健映画ポスター100展
世界的な俳優高倉健主演映画205作品の中からポスター100点を選んで展示します。11/1㈫～29年1/12㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013

高倉健映画音楽コンサート
高倉健主演映画のスクリーンミュージックに松永室長の解説を添えて。演奏：響ホール室内合奏団 19㈯ 13:30 大人 ￥500

小人 ￥200
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151

マンスリージャズ
出演：ジージーフォー 13㈰ 14:00～

16:00
無　料

※全2ステージ（各45分程度）

マンスリーシアター
上映：男はつらいよ純情篇 27㈰ 14:00～

16:00 無　料

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

石川九楊講演会「日本語・日本文化・日本人～ひらがなと文化とその心～」
書家石川九楊による講演。 会場：門司港ホテル 26㈯ 14:00 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235※要事前申込、5㈯から電話受付開始

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

旧門司三井倶楽部 □休
□所　門司区港町7-1　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩１分　　なし　　

□℡ □時門司

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

月

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第25回小倉北区中学校連合音楽会 2㈬ 13:00 無　料 北九州市立足立中学校
093（931）0570

丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ発表会 vol.16 6㈰ 15:00 無　料 丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ
093（621）5531※入場整理券が必要

北九州市民劇場11月例会　前進座「切られお富」
14㈪ 18:30 会　費 北九州市民劇場

093（541）007515㈫～17㈭ 13:30
18㈮ 12:00

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方はお問合せください

平成28年度小倉南区文化祭バレエフェスティバル 20㈰ 14:00 ￥2000 小倉南区バレエ協会
093（962）0603

九州歯科大学Swing Jazz Orchestra Blue Notes
第61回定期演奏会 26㈯ 18:00 無　料 080（1165）7898【岡庭】

北九州市立文学館開館10周年記念講演会・対談
①五木寛之さんの講演会②リリー・フランキーさんと山崎ナオコーラさんの対談

1部／岡山江野子モダンクラシックバレエ研究所　2部／神﨑バレエスタジオ

3㈭㈷ ①13:30 無　料 北九州市立文学館
093（571）1505

第5回 神田紅独演会 5㈯ 13:30 ￥3500
※当日￥500増

NPO法人金印倶楽部
092（737）5430

アニソンクラシック北九州2016 1㈫ 19:00
18:00開場

￥4000
※対象：4歳以上　※全席指定

特定非営利活動法人クライス
093（967）3073

※要事前申込、10/21㈮締切②19:00

2016 THE SHOW TIME ～歌とイリュージョンとメンタリズム～
出演：冨永裕輔、沖田一希、Live、山上兄弟 6㈰ 16:00

15:00開場

SS ￥7500　S ￥5500　一般 ￥3500
中高生 ￥3000　小学生 ￥2000

※当日各￥500増

MLエンターテイメント
090（2712）9875【馬場】

第24回ふくおか県民文化祭参加　「長崎街道　弥次喜多道中」
12㈯ 18:30 一般 ￥3000

学生（大学生以下） ￥2000
劇団青春座（井生定巳）

093（922）4995
13㈰ 13:30 ※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※未就学児親子室あり（要予約・2組・無料）

平成28年度第31回福岡県高等学校総合文化祭
演劇部門福岡県大会

19㈯～
20㈰

10:15
10:00開場 無　料 高文連演劇部門

093（881）2355【小原】
パルコ・プロデュース

「星回帰線」
向井理と蓬莱竜太が初タッグ！出演：向井理、奥貫薫、野波麻帆、平田満ほか

25㈮ 19:00
26㈯

一般 ￥7500　ユース（24歳以下） ￥3500
高校生〔的〕チケット ￥1500

北九州芸術劇場
093（562）2655

13:00/18:00
27㈰ 13:00 ※対象：小学生以上　※25㈮追加公演

北九州芸術劇場リーディングセッションvol.27
「TIMES LIVE」　構成・演出：多田淳之介 
古今東西の言葉に刻まれた時間を読み、今を見つめるライブパフォーマンス

12㈯ 18:00 一般 ￥1800
高校生〔的〕チケット ￥1000

13㈰～14㈪ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日￥200増　※全席自由
［提携公演］
木ノ下歌舞伎「勧進帳」 
歌舞伎なのに現代劇！？義経一行の関所越えを描いた代表作が九州初上陸！

19㈯ 18:00 一般 ￥3000　U25（25歳以下） ￥2000
高校生〔的〕チケット ￥1000

20㈰ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席自由

TAKAKOライブ2016 23㈬㈷ 15:00 ￥3000 スタジオ　アン　ドゥミ
090（3669）1139

夢の実現コンサートvol.10
Masa Nakagawaジャズギタリスト人生40周年記念コンサート 24㈭ 19:00 一般 ￥5500　高校生 ￥2000 夢の実現コンサート企画実行委員会　代表　中川正浩

093（961）5596※対象：小学生以上　※小中学生無料　※当日一般のみ￥500増
森川澄子シャンソンコンサート
～我が心のアランフェス～ 26㈯ 16:30 ￥3500 森川澄子

090（4570）5792

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

東光会福岡支部絵画展　絵画 2㈬～8㈫ 無　料 東光会福岡支部
080（1770）4285

ふれあい写真展　写真 9㈬～15㈫ 無　料 ふれあい
093（941）0501

前田睦絵画クラブさわらび作品展　絵画 16㈬～22㈫
10：00～18：00

無　料 前田睦絵画クラブ
093（471）2436

北九州フォトクラブ写真展　写真 23㈬㈷～29㈫ 無　料 北九州フォトクラブ
090（8410）9793

NHK文化センター写真展　写真 11/30㈬～12/6㈫ 無　料 NHK文化センター写真教室
090（1976）4541

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ演奏グループ「未来」40周年記念Vol.2　マラソンコンサート
秋の風にのって～バロックから近現代までのクラシック紀行～
モーツァルト：ピアノソナタ第10番ハ長調K.330、ショパン：幻想即興曲　ほか

5㈯ 17:00
一般 ￥1500

学生（小～大学生） ￥1000 ピアノ演奏グループ「未来」
090（5735）2163【山住】

※全席自由

リトル・コンサート（ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・ピアノ） 6㈰ 12:30 無　料 ジュニア・アンサンブル
093（962）5320【松本】※全席自由

平成28年度八幡東区連合音楽会 8㈫ 13:00 無　料 北九州市中学校文化連盟 中央中学校
093（662）2190【濱田】※全席自由

第43回八幡東区小学校連合音楽会 9㈬ 9:40 無　料 北九州市小学校文化連盟 皿倉小学校
093（671）1947【保科】13:30 ※全席自由

2016北九州国際音楽祭
米元響子[ヴァイオリン]、上村文乃[チェロ]、菊池洋子[ピアノ]
ブラームス：ピアノ三重奏曲第1番口長調op.8　ほか

12㈯ 15:00
 指定席 ￥4000　一般自由席 ￥3500

U-25自由席 ￥2000　ペア自由席 ￥6000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※ペア自由席は前売のみ取扱

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.November

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2016北九州国際音楽祭
ラデク・バボラーク[ホルン]＆バボラーク・アンサンブル（弦楽五重奏）
モーツァルト：ホルン協奏曲全曲　ほか

20㈰ 15:00
S席 ￥5000　A席 ￥3000

U-25（A席） ￥2000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上 ※当日各￥500増 ※全席指定 ※A席は2階ステージ周り席

響ホール提携事業
二村裕美ヴァイオリンリサイタル
ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ第5番ヘ長調op.24「春」　ほか

25㈮ 19:00
一般 ￥2500

学生（小～高校生） ￥1500
二村裕美後援会

090（8354）7335【二村】
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席自由　※未就学児同伴の方はお問合せください

第34回産業医科大学混声合唱団定期演奏会
北川 昇：合唱組曲『まだ見ぬあなたへ』より　ほか 26㈯ 18:30 無　料 産業医科大学混声合唱団 メデュトピアコール

090（9736）9880【山田】※全席自由

北九州演奏家グループ 「虹の会」 第54回定期演奏会
W.A.モーツァルト：オペラ『フィガロの結婚』K.492序曲（ピアノ連弾）　ほか 27㈰ 14:30 1人券 ￥1500　2人券 ￥2000 北九州演奏家グループ「虹の会」

093（951）0699【姫野】※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

海峡寄席
落語サークル「噺の会じゅげむ小倉出張所」の楽しい落語や漫談をお楽しみください。 13㈰ 14:30～

16:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『2016sympathy写真展「あの日の記憶」』 10㈭～16㈬ 無　料
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151
※10㈭は11:00から、16㈬は15:00まで

『平成28年度門司区文化祭写真公募展』 19㈯～24㈭ 無　料
※24㈭は16:00まで

Takarako Tomita Petit Concert 《フレンチシックな午後に》
シャンソン歌手富田宝子と魂のピアニスト坂下文野が優しくも迫力あるフランス語シャンソンを聴かせます。 5㈯ 13:00

15:00
無　料

※各回定員50名
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 12㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第66回門司区文化祭　三曲演奏会 6㈰ 12:00 無　料 門司区文化団体連合会
093（331）6232第66回門司区文化祭　区民音楽祭 12㈯ 14:00 無　料

エスタダンスアカデミー　第5回　キッズ発表会 13㈰ 14:00 ¥500 フィットネスクラブエスタ門司
093（382）5100※3歳以下無料　※当日￥200増

第66回門司区文化祭　日本舞踊大会 20㈰ 12:30 ¥1000
（前売・当日共） 門司区文化団体連合会

093（331）6232第66回門司区文化祭　邦舞邦楽大会 27㈰ 12:00 無　料

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高倉健映画ポスター100展
世界的な俳優高倉健主演映画205作品の中からポスター100点を選んで展示します。11/1㈫～29年1/12㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013

高倉健映画音楽コンサート
高倉健主演映画のスクリーンミュージックに松永室長の解説を添えて。演奏：響ホール室内合奏団 19㈯ 13:30 大人 ￥500

小人 ￥200
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）4151

マンスリージャズ
出演：ジージーフォー 13㈰ 14:00～

16:00
無　料

※全2ステージ（各45分程度）

マンスリーシアター
上映：男はつらいよ純情篇 27㈰ 14:00～

16:00 無　料

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

石川九楊講演会「日本語・日本文化・日本人～ひらがなと文化とその心～」
書家石川九楊による講演。 会場：門司港ホテル 26㈯ 14:00 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235※要事前申込、5㈯から電話受付開始

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

旧門司三井倶楽部 □休
□所　門司区港町7-1　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩１分　　なし　　

□℡ □時門司

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

月

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

障

障



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展
桃山時代から江戸時代後期までの九州の陶磁器約120点を展示 10/8㈯～11/3㈭㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600　小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

見立ての手法　― 岡崎和郎　Who's Who 
彫刻家・岡崎和郎の作品と古今東西の名作を紹介。「見立て」の魅力に迫る。 11/19㈯～29年1/15㈰

一般 ￥1000　高大生 ￥600　小中生 ￥400
※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『竜馬がゆく』などで著名な司馬遼太郎の関連資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505德永至さん講演会

没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で

KBC「九州街道ものがたり」初代ディレクターを務めた德永至さんの講演会 12㈯ 13:30～
14:30

無　料
※要事前申込、10㈭締切

企
画
展
示
室
交
流

ス
テ
ー
ジ

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

清張サロン「松本清張と藤沢周平 ――『半生の記』から魅力を探る――」
【講師】加島巧（長崎外国語大学教授） 26㈯ 14:00～

16:00
無　料 松本清張記念館友の会・松本清張記念館

093（582）2761※常設展示観覧は別途入館料が必要　※要事前申込

清張原作NHKドラマ上映会
「事故」、「一年半待て」、「中央流沙」、「最後の自画像」より1日2作品を上映

10:30
14:00

11/27㈰
～12/4㈰

無　料 松本清張記念館
093（582）2761※常設展示観覧は別途入館料が必要

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大下和則　絵画展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

波濤の會
東京藝術大学名誉教授で日本画家の中島千波氏の教え子達による展示会。 9㈬～15㈫ 無　料

猫を描いた絵画展 16㈬～22㈫ 無　料
重水雅彦　硝子彫刻展
北九州市出身。ガラス、鏡の彫刻作品の展示即売。 23㈬㈷～29㈫ 無　料

第12回　阿部眞士　作陶展
食器から大壺・大鉢など、白磁を中心とした作品を展示即売。 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 9㈬～15㈫ 無　料
～神聖な風景～　三宮一将　油彩画展
ヨーロッパへの巡礼中に出会った神聖な情景や風景を油彩画で描いた作品展。 16㈬～22㈫ 無　料

Le vent de la France　フランスの風　木村章子　絵画展
フランスの風景や自然を、独自のタッチで描いた作品を紹介する。 23㈬㈷～29㈫ 無　料

新
館
７
階
大
画
廊

新
館
７
階
小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第45回　小倉城菊花展
市内の菊愛好家より、大輪・盆栽・懸崖の受賞作品を中心とした展示。 1㈫～20㈰ 無　料 小倉城

093（561）1210第12回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、総40点余りを展示。 開催中～27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小
倉
城

天
守
閣

前
広
場
天
守
閣

４
階
市
民

の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」 2㈬ 14:00 無　料 水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第25回　ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 3㈭㈷ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】

小倉南区文化祭 歌謡の会 カラオケ発表会 6㈰ 10:00 無　料 小倉南区文化連盟歌謡の会事務局
093（471）9638【黒宮】

小倉南文化祭音楽会 27㈰ 11:30 無　料 小倉南音楽連盟
080（4287）9652

写真研究クラブ1期会 展示会 8㈫～
13㈰

9:00～
17:00

無　料 写真研究クラブ1期会
090（3325）9954【高橋】※8㈫は10:00から、13㈰は16:00まで

第15回　九州刻字展 15㈫～
20㈰

9:00～
17:00

無　料 九州刻字研究会事務局
093（961）3491【赤星】※15㈫は13:00から、20㈰は15:00まで

小倉南美術協会工芸部 創作フラワー展 22㈫～
27㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会工芸部
093（451）3201【山岸】※22㈫は13:00から、27㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休（12/29～1/1は休館）　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

月

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

五木ひろしコンサート2016 2㈬ 14:00 全席指定 ￥7560 鈴木企画
092（285）486417:30 ※対象：小学生以上

ゴールデンボンバー全国ツアー2016-2017
「オールゲイズ二丁目のユウジ」 5㈯ 17:00 全席指定 ￥7020 BEA

092（712）4221
北九州市民文化大学　文化講演会
講師：女優　市原 悦子氏 12㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

金剛山歌劇団2016北九州公演　～明日に向かって～ 15㈫ 14:00 大人 ￥3000　小人 ￥1500 金剛山歌劇団北九州公演実行委員会
093（521）707418:30 ※当日各￥500増

北九州聖楽研究会　定期演奏会
J.S.バッハ ミサ曲 ロ短調（全曲） BWV232 20㈰ 15:00

指定 ￥4000　自由席 ￥3000
学生自由席 ￥1000 北九州聖楽研究会

093（473）0050【イトウ】
※当日各￥500増

2016北九州国際音楽祭
ダニエル・ハーディング［指揮・音楽監督］
パリ管弦楽団
ジョシュア・ベル［ヴァイオリン］

23㈬㈷ 15:00
SS席 ￥12000　Ｓ席 ￥10000
Ａ席 ￥ 7000　Ｂ席 ￥ 5000
U-25（A席・B席） ￥2000（25歳以下、要証明）
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定　※SS席売切

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

MAMORU MIYANO LIVE TOUR 2016 26㈯ 18:00 全席指定 ￥7000 BEA
092（712）4221

ファミリーミュージカル　きかんしゃトーマス
ソドー島のたからもの 27㈰ 12:00 全席指定 ￥2800

4枚以上1枚に付き ￥2500
ピクニックチケットセンター

050（3539）833014:30

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

メカニックデザイナー　大河原邦男展
機動戦士ガンダムなどのメカデザインを手がけた大河原の作品を一堂に展示。 11/5㈯～29年1/15㈰

一般 ￥800　中高生 ￥400
小学生 ￥200

[常設展セット券] 一般￥1000
中高生￥500　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

あしたのギャラリーvol.22「アズ展～生き物編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。 9/10㈯～11/11㈮ 無　料

常設展入場料が必要

北九州漫画家列伝　「高瀬飛鳥」紹介展示
北九州市ゆかりの漫画家を紹介。 9/24㈯～11/25㈮ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～九州支部　もりせいちる～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 10/22㈯～12/22㈭ 無　料

常設展入場料が必要

ギラヴァンツ北九州選手似顔絵コンクール入賞作品展
ギラヴァンツの選手や監督などを描いた小学生の優秀な作品を展示。 11/12㈯～12/9㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

3㈭㈷ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

13㈰ ※当日定員先着20名、途中からの参加可能

漫画スクール
テーマ①「かんたんなお話の作り方」
　　　②「人物・服の描き方（制服・着物・ドレスの描き方）」

6㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

27㈰ ※対象：小学3年生以上　※要事前申込（定員先着20名）

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

枩子菴（しょうしあん）コレクション　京絵師参上！絵画サロンのたのしみ
画家たちの交流を示す寄合描（よりあいがき）を中心に京都で活躍した画家たちの作品を展示します。 開催中～23㈬㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

展示解説
当館学芸員による展示解説です。 5㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

小笠原流七五三　袴着の祝い・帯直しの祝い
一般公募で選ばれたお子さま4名が、小笠原流の七五三を体験します。

13㈰
袴着の祝い
12:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100帯直しの祝い
13:00

香を聞く会
数種類の香木をたいて聞き当てる「組香（くみこう）」という競技形式で行います。 23㈬㈷

10:00
11:30
13:00
14:30

一般 ￥1500　小中学生 ￥700
（香席・呈茶付・入館料込）

※対象：小学生以上

企
画
展
示
室
書
院
棟

和
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
ミッキーマウス　ミッキーの誕生日 6㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152劇団　あらかると　演劇公演
出演：劇団　あらかると　演目：かな　～いまを生きる君たちへ～ 20㈰ 14:00 無　料

図
書
室
児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
ベートーヴェン作曲　ヴァイオリン協奏曲　ほか 20㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画　「父の詫び状」　（1986年）

出演：杉浦直樹 26㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.November

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時
月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

九州古陶磁の魅力　田中丸コレクション展
桃山時代から江戸時代後期までの九州の陶磁器約120点を展示 10/8㈯～11/3㈭㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600　小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

見立ての手法　― 岡崎和郎　Who's Who 
彫刻家・岡崎和郎の作品と古今東西の名作を紹介。「見立て」の魅力に迫る。 11/19㈯～29年1/15㈰

一般 ￥1000　高大生 ￥600　小中生 ￥400
※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『竜馬がゆく』などで著名な司馬遼太郎の関連資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100 北九州市立文学館

093（571）1505德永至さん講演会

没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で

KBC「九州街道ものがたり」初代ディレクターを務めた德永至さんの講演会 12㈯ 13:30～
14:30

無　料
※要事前申込、10㈭締切

企
画
展
示
室
交
流

ス
テ
ー
ジ

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

清張サロン「松本清張と藤沢周平 ――『半生の記』から魅力を探る――」
【講師】加島巧（長崎外国語大学教授） 26㈯ 14:00～

16:00
無　料 松本清張記念館友の会・松本清張記念館

093（582）2761※常設展示観覧は別途入館料が必要　※要事前申込

清張原作NHKドラマ上映会
「事故」、「一年半待て」、「中央流沙」、「最後の自画像」より1日2作品を上映

10:30
14:00

11/27㈰
～12/4㈰

無　料 松本清張記念館
093（582）2761※常設展示観覧は別途入館料が必要

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大下和則　絵画展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

波濤の會
東京藝術大学名誉教授で日本画家の中島千波氏の教え子達による展示会。 9㈬～15㈫ 無　料

猫を描いた絵画展 16㈬～22㈫ 無　料
重水雅彦　硝子彫刻展
北九州市出身。ガラス、鏡の彫刻作品の展示即売。 23㈬㈷～29㈫ 無　料

第12回　阿部眞士　作陶展
食器から大壺・大鉢など、白磁を中心とした作品を展示即売。 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 9㈬～15㈫ 無　料
～神聖な風景～　三宮一将　油彩画展
ヨーロッパへの巡礼中に出会った神聖な情景や風景を油彩画で描いた作品展。 16㈬～22㈫ 無　料

Le vent de la France　フランスの風　木村章子　絵画展
フランスの風景や自然を、独自のタッチで描いた作品を紹介する。 23㈬㈷～29㈫ 無　料

新
館
７
階
大
画
廊

新
館
７
階
小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第45回　小倉城菊花展
市内の菊愛好家より、大輪・盆栽・懸崖の受賞作品を中心とした展示。 1㈫～20㈰ 無　料 小倉城

093（561）1210第12回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作、総40点余りを展示。 開催中～27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小
倉
城

天
守
閣

前
広
場
天
守
閣

４
階
市
民

の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」 2㈬ 14:00 無　料 水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第25回　ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 3㈭㈷ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】

小倉南区文化祭 歌謡の会 カラオケ発表会 6㈰ 10:00 無　料 小倉南区文化連盟歌謡の会事務局
093（471）9638【黒宮】

小倉南文化祭音楽会 27㈰ 11:30 無　料 小倉南音楽連盟
080（4287）9652

写真研究クラブ1期会 展示会 8㈫～
13㈰

9:00～
17:00

無　料 写真研究クラブ1期会
090（3325）9954【高橋】※8㈫は10:00から、13㈰は16:00まで

第15回　九州刻字展 15㈫～
20㈰

9:00～
17:00

無　料 九州刻字研究会事務局
093（961）3491【赤星】※15㈫は13:00から、20㈰は15:00まで

小倉南美術協会工芸部 創作フラワー展 22㈫～
27㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会工芸部
093（451）3201【山岸】※22㈫は13:00から、27㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休（12/29～1/1は休館）　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

月

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

文化の日　昔あそび体験
コマやお手玉、けん玉、トントン相撲など親子3世代で体験できるイベント 3㈭㈷ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555ふれあいあそびうた

親子で一緒に体を動かして楽しめるあそびうたのイベント 6㈰ 13:00
15:00 無　料

イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座　落語会
林家きく麿師匠による落語会 3㈭㈷ 14:00 一般 ￥500　中学生以下 ￥200 長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149
※小学生未満無料　※当日一般￥300増、中学生以下￥100増

人権コンサート in こやのせ 19㈯ 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター
093（617）7980

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

谷口 靖　絵画展
北九州市在住。心象風景をアクリル絵具で表現した作品約20点を展示販売。 1㈫～6㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

瀬戸口 真　作陶展
酒器、鉢、皿など、日常使いの唐津焼作品を展示販売。 8㈫～13㈰ 無　料

鍋島緞通展 15㈫～20㈰ 無　料

趣器と酒器展 22㈫～27㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成28年度第31回福岡県高等学校総合文化祭
日本音楽専門部 第19回福岡県大会 3㈭㈷ 13:00 無　料

福岡県高等学校芸術・文化連盟
日本音楽専門部（敬愛高校）
093（381）3537【谷川】

西日本打楽器協会10周年記念公演　パーカッションフェスティバル2016 5㈯ 16:00 ￥1000 西日本打楽器協会
090（9476）8372【城戸】

八幡東区・西区秋季総合文化祭　筝・三絃・尺八による秋の祭典 6㈰ 12:30 無　料 八幡西三曲協会
093（603）1169【河津虹山】

平成28年度八幡西区中学校連合音楽会 8㈫ 13:00 無　料 北九州市立穴生中学校
093（641）0967※関係者のみ

平成28年度八幡西区連合音楽会 10㈭ 10:00
無　料 北九州市小学校文化連盟音楽部会14:00

11㈮ 10:00 ※関係者のみ

ピアノ発表会 19㈯
20㈰

無　料 古木あゆみ16:00
10:00 ※関係者のみ

第28回MOA美術館北九州児童作品展表彰式 23㈬㈷ 13:30 無　料 093（284）3854

芸術鑑賞会 25㈮ 13:30 無　料 福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【東島】※関係者のみ

第49回北九州アンサンブルコンテスト 27㈰ 10:30 ￥1000 北九州吹奏楽連盟
※当日￥200増

第25回築地Piano教室発表会 in 40 5㈯ 13:30 無　料 築地Piano教室
090（1196）3773

第7回日本バッハコンクール北九州地区大会 6㈰ お問合せ
ください 無　料

日本バッハコンクール in KITAKYUSHU
実行委員会（カワイ楽器）
093（531）5581

合唱の街　北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～

9㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

Acoustic Circle 2016 12㈯ 15:30 ￥1000 髙橋尚希
080（1798）1889

第18回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 北九州大会 13㈰ 10:30
（予定） 一般 ￥1000　学生 ￥500 ㈲アイエムシー音楽出版 教育事業部

03（6907）2474

熊本地震復興にむけてトーク＆チャリティーコンサート　明日への応援歌 16㈬ 18:30 ㈱大内義昭ミュージックアソシエイト
093（230）1388

～北九州に今、甦る！なにわ節～
五月一秀　独演会 19㈯ 15:00 ￥1000

￥1000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

REAL BASTAR MUSIC LIVE 20㈰ 12:30 ￥1000 森中修司
090（5085）424518:00

ピアノ発表会 23㈬㈷ 14:00 無　料 みちこピアノ教室
090（8919）2850【土橋】

Homes Again ピアノ教室発表会 26㈯ 13:00 無　料 Homes Again ピアノ教室
093（603）1001

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

月
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　11/2㈬、16㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

申込終了

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松区中学校連合音楽会 8㈫ 13:00 無　料 若松中学校
093（751）2030【村上】

若松区小学校連合音楽会 9㈬～
10㈭ 13:30 無　料 若松区小学校文化連盟（江川小学校）

093（741）1004

若松区文化祭　筑前琵琶の会 12㈯ 14:00 無　料 若松文化協会
093（771）2421【山口】

若松区文化祭　日本舞踊の会 20㈰ 12:00 ￥1000 若松文化協会
093（761）4863【花柳】

コーラス発表会（若松コールファンタジー） 23㈬㈷ 14:00 ￥1000 若松コールファンタジー
090（4586）3768【藤野】

会
議
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ひびきの・みつさだ 気ままに音楽会 2016 ～音楽で地域をつなぐ・世代をつなぐ～ 13㈰ 9:00 無　料 光貞市民センター
093（692）9469

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

キム・ソンファン展
詳細はお問い合わせください。

10/8㈯～11/18㈮
（日祝休み）

無　料 現代美術センターCCA北九州
093（695）3691※土曜日は12:00から

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

秋企画展　「未来へ夢はずむ～ゴムのちから展」
身近に潜むゴムのチカラ。いろいろな実験と体験で楽しく学ぼう。 10/22㈯～12/23㈮㈷ 大人 ￥300　小中学生 ￥100 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：3歳以上　※小学生未満無料

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

「こころの花」　書・作品展
日頃、心の中にある言葉や想いを託した書

2㈬～
6㈰

10:00～
17:00

無　料 093（613）0516【中川】
※6㈰は16:00まで

長倉洋海商店塾 （写真の掲示・講演会） 12㈯～
13㈰

10:30～
17:00 受講料（2日間） ￥9000 090（8223）6301【吉村】

ステンドグラスのパネルとランプ展
今年のテーマ作品は「Wing＝tubasa：翼」

“世界は広く美しい” 何に目を向け、どう伝えるか
18㈮～
23㈬㈷

10:00～
18:00

無　料 093（621）9505【逆瀬川】
※18㈮は15:00から、23㈬㈷は16:00まで

葉玉恵一写真展　「Excellent Moments in Europe」
ヨーロッパの本物の美術と文化を感じて撮った写真

25㈮～
30㈬

10:00～
17:00

無　料 090（8391）8235【葉玉】
※30㈬は16:00まで

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
「電気や磁石に関するおもしろ実験」 3㈭㈷ 14:30～

15:20 無　料
児童文化科学館
093（671）4566サイエンスショー

「光の森」 20㈰ 14:30～
15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と秋の星空を望遠鏡で観察します。 12㈯ 18:00～

19:30
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴　※先着100名、10/29㈯から電話受付開始

会
議
室
大
集
会
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋の特別展「関門幕末維新伝」
関門海峡で小倉・福岡・長州3藩が繰り広げた明治維新のドラマを描く。 開催中～27㈰

大人 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要　※常設展とのセット券あり

国重要文化財新指定記念展「企救の国の青銅器文化」
本市初の有形重要文化財に指定された重留遺跡出土広形銅矛の関連展示。 開催中～6㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200

開館記念日イベント　恐竜コンサート×北九州国際音楽祭
NHK響第1コンサートマスター篠崎史紀他4名のアンサンブルが登場！ 3㈭㈷ 14:00

要常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200
北九州国際音楽祭実行委員会事務局

093（663）6567
※小学生以下は保護者の参加が必要

たいけん講座『「けもの」の毛と骨の観察』
いろいろな「けもの」（哺乳類）の毛を実体顕微鏡で観察し、頭の骨も比較する。 20㈰ 13:00 無　料

いのちのたび博物館
093（681）1011

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

ジオツアー「学芸員とめぐる北九州周辺の化石産地と代表的地層！」
北九州市内の代表する化石の産地と地層を学芸員と楽しく巡ります。 27㈰ 9:00

大人 ￥1880　高校生 ￥1680
中学生 ￥1580　小学生 ￥1040
※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.November

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

月

北九州学術研究都市　会議場 □所　若松区ひびきの2-3　（公財）北九州産業学術推進機構総務企画部施設管理担当課　　093（695）3003
「折尾駅」より市営バス「学研都市ひびきの」 15分、「黒崎駅」より西鉄/市営バス「学研都市ひびきの」30分　　  北九州都市高速「黒崎IC」20分

□℡若松

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

障

障

障



会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

文化の日　昔あそび体験
コマやお手玉、けん玉、トントン相撲など親子3世代で体験できるイベント 3㈭㈷ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555ふれあいあそびうた

親子で一緒に体を動かして楽しめるあそびうたのイベント 6㈰ 13:00
15:00 無　料

イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座　落語会
林家きく麿師匠による落語会 3㈭㈷ 14:00 一般 ￥500　中学生以下 ￥200 長崎街道木屋瀬宿記念館

093（619）1149
※小学生未満無料　※当日一般￥300増、中学生以下￥100増

人権コンサート in こやのせ 19㈯ 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター
093（617）7980

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

谷口 靖　絵画展
北九州市在住。心象風景をアクリル絵具で表現した作品約20点を展示販売。 1㈫～6㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

瀬戸口 真　作陶展
酒器、鉢、皿など、日常使いの唐津焼作品を展示販売。 8㈫～13㈰ 無　料

鍋島緞通展 15㈫～20㈰ 無　料

趣器と酒器展 22㈫～27㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成28年度第31回福岡県高等学校総合文化祭
日本音楽専門部 第19回福岡県大会 3㈭㈷ 13:00 無　料

福岡県高等学校芸術・文化連盟
日本音楽専門部（敬愛高校）
093（381）3537【谷川】

西日本打楽器協会10周年記念公演　パーカッションフェスティバル2016 5㈯ 16:00 ￥1000 西日本打楽器協会
090（9476）8372【城戸】

八幡東区・西区秋季総合文化祭　筝・三絃・尺八による秋の祭典 6㈰ 12:30 無　料 八幡西三曲協会
093（603）1169【河津虹山】

平成28年度八幡西区中学校連合音楽会 8㈫ 13:00 無　料 北九州市立穴生中学校
093（641）0967※関係者のみ

平成28年度八幡西区連合音楽会 10㈭ 10:00
無　料 北九州市小学校文化連盟音楽部会14:00

11㈮ 10:00 ※関係者のみ

ピアノ発表会 19㈯
20㈰

無　料 古木あゆみ16:00
10:00 ※関係者のみ

第28回MOA美術館北九州児童作品展表彰式 23㈬㈷ 13:30 無　料 093（284）3854

芸術鑑賞会 25㈮ 13:30 無　料 福岡県立八幡中央高等学校
093（681）2335【東島】※関係者のみ

第49回北九州アンサンブルコンテスト 27㈰ 10:30 ￥1000 北九州吹奏楽連盟
※当日￥200増

第25回築地Piano教室発表会 in 40 5㈯ 13:30 無　料 築地Piano教室
090（1196）3773

第7回日本バッハコンクール北九州地区大会 6㈰ お問合せ
ください 無　料

日本バッハコンクール in KITAKYUSHU
実行委員会（カワイ楽器）
093（531）5581

合唱の街　北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～

9㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

Acoustic Circle 2016 12㈯ 15:30 ￥1000 髙橋尚希
080（1798）1889

第18回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 北九州大会 13㈰ 10:30
（予定） 一般 ￥1000　学生 ￥500 ㈲アイエムシー音楽出版 教育事業部

03（6907）2474

熊本地震復興にむけてトーク＆チャリティーコンサート　明日への応援歌 16㈬ 18:30 ㈱大内義昭ミュージックアソシエイト
093（230）1388

～北九州に今、甦る！なにわ節～
五月一秀　独演会 19㈯ 15:00 ￥1000

￥1000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

REAL BASTAR MUSIC LIVE 20㈰ 12:30 ￥1000 森中修司
090（5085）424518:00

ピアノ発表会 23㈬㈷ 14:00 無　料 みちこピアノ教室
090（8919）2850【土橋】

Homes Again ピアノ教室発表会 26㈯ 13:00 無　料 Homes Again ピアノ教室
093（603）1001

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

月
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　11/2㈬、16㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

申込終了



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

市
民
企
画
に
よ
る
音
楽
祭

　
「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
」
を
開
催

　
北
九
州
国
際
音
楽
祭
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
」

を
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
？

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
音
楽
を
愛
す
る

市
民
が
市
民
企
画
委
員
会
（
委
員
長

清
原
雅
彦
氏
）
を
組
織
、
企
画
・
運

営
の
全
て
を
実
施
。
広
報
物
制
作
や

会
場
手
配
の
交
渉
、
運
営
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
演
奏
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

音
楽
に
専
念
で
き
る
反
面
、
演
奏
者

の
収
入
は
手
売
り
の
チ
ケ
ッ
ト
収
入

の
み
。
自
ら
の
演
奏
で
聴
衆
を
集
め
、

音
楽
家
と
し
て
の
道
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
市
民

・
演
奏
者
一
体
の
仕
組
み
は
、
全
国

の
音
楽
祭
の
中
で
も
、
お
そ
ら
く
類

を
見
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
８
月
６
日
〜
21
日
ま
で

開
催
し
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
で

は
地
元
出
身
の
中
村
太
地
〔
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
〕
等
が
、
指
揮
・
楠
本
隆
一
、

「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
祝
祭
管
弦
楽

団
」
を
バ
ッ
ク
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
徴
は
、
こ
の
音
楽
祭
初

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
を
開
催
し

た
こ
と
で
、
前
半
は
長
野
力
哉
指
揮

の「
日
本
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
団
」

を
招
聘
、
後
半
は
こ
の
音
楽
祭
を
機

に
初
め
て
組
織
さ
れ
た
「
北
九
州
市

ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
、

楠
本
隆
一
指
揮
で
演
奏
、
今
後
の
継

続
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
独
創
企
画
演
奏
会
「
西

洋
音
楽
と
日
韓
民
謡
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
、
室
内
楽
演
奏
会
を
開
催
、

音
楽
祭
全
体
で
地
元
音
楽
家
を
中
心

に
約
２
０
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
か
ら
地
元
音
楽
家
が

育
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
国
際
音

楽
祭
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
さ
ら
に

発
展
し
て
、
若
き
才
能
の
羽
ば
た
き

に
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

第７回『湧き上がる音楽祭in北九州』
平成28年度実施報告
8月6日(土)・7日(日)：コンチェルト演奏会
8月14日(日)：オーケストラ演奏会
8月16日(火)：独創企画演奏会
8月19日(金)～21日(日）：室内楽演奏会

中村太地[ヴァイオリン]

北九州市ジュニアＯＢオーケストラ

し
ょ
う
へい

■
石
川
九
楊
講
演
会
（
第
３
回
）

『
日
本
語
・
日
本
文
化
・
日
本
人

〜
ひ
ら
が
な
と
文
化
と
そ
の
心
〜
』

11
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
。

門
司
港
ホ
テ
ル
（
門
司
区
港
町
）
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
の
特
別
講

師
。
書
家
で
あ
り
京
都
精
華
大
学
客

員
教
授
の
石
川
九
楊
に
よ
る
講
演
会
。

日
本
語
・
日
本
文
化
・
日
本
人
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
全
４
回
の
第
３

回
目
。
参
加
無
料
、
先
着
１
５
０
名
。

11
月
５
日
（
土
）
か
ら
受
付
開
始
。

申
し
込
み
は
同
研
究
所
ま
で
電
話
に
て
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

０
９
３
（
３
２
２
）
１
２
３
５

■
大
河
原
邦
男
　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

11
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
開
演
。

あ
る
あ
る
劇
場
（
小
倉
北
区
浅
野
／

あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
７
Ｆ
）。「
メ
カ

ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
大
河
原
邦
男

展
」
の
開
催
を
記
念
し
て
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。『
タ
イ
ム
ボ

カ
ン
シ
リ
ー
ズ
　
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
』
、

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』な
ど
、
数
々

の
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た

大
河
原
邦
男
さ
ん
の
話
を
直
接
聞
け

る
貴
重
な
機
会
。
定
員
は
先
着
１
５

０
名
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
当
日
の
午
前

11
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
、
整
理

券
順
に
入
場
。
整
理
券
は
同
ビ
ル
５

Ｆ
の
〝
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
企
画
展
示
室
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
〞
に

て
配
布
。な
お
、あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

開
館
（
午
前
11
時
）
前
に
入
館
は
で

き
ま
せ
ん
。
入
場
に
は
当
日
有
効
の

「
大
河
原
邦
男
展
」
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
。
詳
細
は
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.ktqm

m
.jp

）

で
確
認
。

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

０
９
３
（
５
１
２
）
５
０
７
７

特別講師の石川九楊

　「
先
生
、内
定
も
ら
い
ま
し
た
！
」
。

短
大
ピ
ア
ノ
科
の
学
生
さ
ん
が
喜
び

の
声
と
と
も
に
レ
ッ
ス
ン
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
音
楽
関
係
で
は
な
く
金

融
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
企
業
だ
そ
う
で
す
。

私
は
常
々
「
ピ
ア
ノ
を
熱
心
に
や
っ

て
き
た
人
は
ど
ん
な
企
業
で
も
戦
力

に
な
る
は
ず
」
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
実
際
、
自
分
が
関
わ
っ
た
学

生
さ
ん
が
こ
の
よ
う
に
就
職
を
決
め

て
く
る
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も

就
職
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
も
ち

ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
先
述
の
学
生
さ
ん
が
ど
ん
な

子
か
と
言
い
ま
す
と
、
〝
素
直
〞
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
な
ん
て
受
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
彼
女
に
、「
何
か
受
け

て
み
た
ら
？
」
と
勧
め
る
と
、
即
答

で
「
は
い
、
や
っ
て
み
ま
す
！
」
。

次
の
日
に
は
、「
ど
れ
が
良
い
と
思

い
ま
す
か
？
」
と
幾
つ
か
の
コ
ン
ク

ー
ル
を
提
示
し
て
き
ま
す
。「
全
部

受
け
た
ら
？
」
と
勧
め
る
と
、
再
び

「
は
い
、
や
っ
て
み
ま
す
！
」
。
常

に
前
向
き
で
、
掛
け
声
だ
け
で
は
な

い
、
目
標
に
向
か
う
努
力
の
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
優
等
生
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
生

懸
命
で
憎
め
な
い
。
こ
の
性
格
が
、

企
業
の
方
に
も
目
を
留
め
て
い
た
だ

け
た
理
由
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

し
っ
か
り
と
勉
強
し
、
幅
広
い
知
識

や
社
会
性
を
身
に
付
け
、
人
間
性
を

磨
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
世
界
で
も
タ
フ
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

う
れ
し
い
内
定
報
告

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

©タツノコプロ　©創通・サンライズ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コムシティ、曲里の松並木公園及び黒崎商店街エリア
ひとみらい交流ウィーク
コムシティなどで講演会や文化祭を開催。期間中、黒崎こども商店街や雑貨市も開催します。

9㈬～15㈫ 無　料
北九州ひとみらいプレイス事務局

八幡西生涯学習総合センター
093（641）9360

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
第31回福岡県高等学校総合文化祭美術・工芸展
洋画・日本画・彫刻・工芸・グラフィックデザイン

1㈫～
6㈰

9:00～
17:00 無　料 福岡県高等学校芸術文化連盟 美術・工芸部門

093（881）2355【松栄】
ひとみらい文化祭
日本画・工芸・書・写真・洋服・パッチワーク等

8㈫～
16㈬

9:00～
17:00 無　料 北九州ひとみらいプレイス

093（641）9360【松浦】
第51回北九書の祭典　書 24㈭～27㈰ 無　料 北九書の祭典

093（761）0049【和田】※27㈰は16:00まで

2016秋の合同小品展　洋画 11/29㈫
～12/4㈰

9:30～
17:30

無　料 北九州美術家連盟
093（651）6206【古川】※12/4㈰は15:00まで

若松工芸舎　アート展　工芸・写真・その他 19㈯～
22㈫

9:00～
17:00

無　料 若松工芸舎
093（701）1712【正野】※22㈫は15:00まで

秋のいけばな展　いけばな 19㈯～
20㈰

10:00～
17:00

無　料 八幡西華道連盟
093（612）6094【平田】※20㈰は16:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

戸畑区中学校連合音楽会 4㈮ 13:30 無　料 北九州市立中原中学校
093（881）2227【山本】

第45回　うたと民踊のつどい 9㈬ 10:00 ￥500 北九州市立婦人会館
093（592）1411【安部】

北九州子ども劇場　11月高学年部例会「子ども寄席」 11㈮ 19:00 一般券 ￥3000 北九州子ども劇場
090（1197）9133【松本】※対象：小学生以上

モンゴル児童保護施設『太陽の子どもたち』夢コンサートⅤ～希望・愛～
馬頭琴や琴の演奏、ホーミーの歌声でお待ちしています。 12㈯ 18:00 大人 ￥2000　高校生以下 ￥1000 NGOしらゆり会ハミングバーズ

090（7153）2724【宮地】※当日大人￥500増

第24回ふくおか県民文化祭2016俳句大会 22㈫ 13:00
11:00開場

無　料 福岡県俳句協会
093（282）5890【岸原】※「当日句」の投句受付あり（有料）、詳細はお問合せください

ふれあいフェスタ2016　第9回北九州市障害者芸術祭 27㈰ 13:00 無　料 北九州市保健福祉局人権推進センター
093（562）5010【山下】

筝・三絃・尺八演奏会
今年の演奏会はオープニングがピアノとのコラボレーションです。お楽しみに！ 3㈭㈷ 12:30 無　料 戸畑区文化団体連合会

093（883）1003【白土】
宮田久美子　心の音コンサート　～芸術は長く人生は短い～
歌とピアノと弾き語りと解説で　武満徹～オペラとベートーヴェン他　伴奏：菅加奈子 11㈮ 19:00 ￥3000 宮田久美子心の音会

093（618）2609【宮田】※親子観覧席あり
平和のための戦争展 in 北九州
戦争の語り部　／　ドキュメンタリー映画「チグリスに浮かぶ平和」上映 ①15:00～ ②18:00～ 13㈰ 13:30 無　料 平和のための戦争展 in 北九州実行委員会

090（3418）5773【野瀬】
葉室麟さんトークライブ
直木賞作家・葉室麟さんが司馬遼太郎作品についてお話します。 24㈭ 13:30～

15:00
無　料 北九州市立文学館

093（571）1505※要事前申込、10㈭締切

八幡南高校 OBOG吹奏楽団　第3回定期演奏会 26㈯ 15:00 無　料 八幡南高校 OBOG吹奏楽団（吉ケ江）

こどもEnglish Festival 27㈰ 10:10 無　料 セイハ英語学院
080（4819）9678【是沢】13:10

第31回　北九州市中学校文化総合発表会
市内中学生による文化発表会です。お茶席もあります。どうぞご来場ください。 6㈰ 12:30 無　料 北九州市立広徳中学校

093（961）2100【児島】
ウェルカムコンサート
出演／ホルン：吉田雄大　クラリネット：吉田佳世 10㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル・

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

戸畑区文化祭　合同いけばな展
池坊・専心池坊・小原流・日本華道・春日流

5㈯～
6㈰

9:00～
17:00

無　料 戸畑区役所コミュニティ支援課
093（871）1501【山崎】※6㈰は16:00まで

戸畑美術協会　絵画部　会員展
絵画作品の展覧会（油彩・水彩・版画など）

23㈬㈷
～27㈰

9:00～
17:00

無　料 戸畑美術協会
093（881）5867【高戸】※23㈬㈷は13:00から、27㈰は16:00まで

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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11月号表紙

「ともに染まる。」

※10月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩5分　　「戸畑駅」徒歩5分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

□℡ □時戸畑

八幡西生涯学習総合センター 「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3　□℡093(641)9360　□時9:00～22:00八幡

西

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、市民センター、生涯学習センター、図書館、北九州空港、男女共同参画センター・ムーブ、井筒屋、
モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸術劇場プレイガイド・インフォメーション、響ホールなど

CulCul の主な設置場所



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

市
民
企
画
に
よ
る
音
楽
祭

　
「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
」
を
開
催

　
北
九
州
国
際
音
楽
祭
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
」

を
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
？

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
音
楽
を
愛
す
る

市
民
が
市
民
企
画
委
員
会
（
委
員
長

清
原
雅
彦
氏
）
を
組
織
、
企
画
・
運

営
の
全
て
を
実
施
。
広
報
物
制
作
や

会
場
手
配
の
交
渉
、
運
営
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
演
奏
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

音
楽
に
専
念
で
き
る
反
面
、
演
奏
者

の
収
入
は
手
売
り
の
チ
ケ
ッ
ト
収
入

の
み
。
自
ら
の
演
奏
で
聴
衆
を
集
め
、

音
楽
家
と
し
て
の
道
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
市
民

・
演
奏
者
一
体
の
仕
組
み
は
、
全
国

の
音
楽
祭
の
中
で
も
、
お
そ
ら
く
類

を
見
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
８
月
６
日
〜
21
日
ま
で

開
催
し
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
で

は
地
元
出
身
の
中
村
太
地
〔
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
〕
等
が
、
指
揮
・
楠
本
隆
一
、

「
湧
き
上
が
る
音
楽
祭
祝
祭
管
弦
楽

団
」
を
バ
ッ
ク
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
徴
は
、
こ
の
音
楽
祭
初

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
を
開
催
し

た
こ
と
で
、
前
半
は
長
野
力
哉
指
揮

の「
日
本
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
団
」

を
招
聘
、
後
半
は
こ
の
音
楽
祭
を
機

に
初
め
て
組
織
さ
れ
た
「
北
九
州
市

ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
、

楠
本
隆
一
指
揮
で
演
奏
、
今
後
の
継

続
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
独
創
企
画
演
奏
会
「
西

洋
音
楽
と
日
韓
民
謡
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
、
室
内
楽
演
奏
会
を
開
催
、

音
楽
祭
全
体
で
地
元
音
楽
家
を
中
心

に
約
２
０
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
か
ら
地
元
音
楽
家
が

育
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
国
際
音

楽
祭
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
さ
ら
に

発
展
し
て
、
若
き
才
能
の
羽
ば
た
き

に
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

第７回『湧き上がる音楽祭in北九州』
平成28年度実施報告
8月6日(土)・7日(日)：コンチェルト演奏会
8月14日(日)：オーケストラ演奏会
8月16日(火)：独創企画演奏会
8月19日(金)～21日(日）：室内楽演奏会

中村太地[ヴァイオリン]

北九州市ジュニアＯＢオーケストラ

し
ょ
う
へい

■
石
川
九
楊
講
演
会
（
第
３
回
）

『
日
本
語
・
日
本
文
化
・
日
本
人

〜
ひ
ら
が
な
と
文
化
と
そ
の
心
〜
』

11
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
。

門
司
港
ホ
テ
ル
（
門
司
区
港
町
）
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
の
特
別
講

師
。
書
家
で
あ
り
京
都
精
華
大
学
客

員
教
授
の
石
川
九
楊
に
よ
る
講
演
会
。

日
本
語
・
日
本
文
化
・
日
本
人
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
全
４
回
の
第
３

回
目
。
参
加
無
料
、
先
着
１
５
０
名
。

11
月
５
日
（
土
）
か
ら
受
付
開
始
。

申
し
込
み
は
同
研
究
所
ま
で
電
話
に
て
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

０
９
３
（
３
２
２
）
１
２
３
５

■
大
河
原
邦
男
　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

11
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
開
演
。

あ
る
あ
る
劇
場
（
小
倉
北
区
浅
野
／

あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
７
Ｆ
）。「
メ
カ

ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
大
河
原
邦
男

展
」
の
開
催
を
記
念
し
て
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。『
タ
イ
ム
ボ

カ
ン
シ
リ
ー
ズ
　
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
』
、

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』な
ど
、
数
々

の
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た

大
河
原
邦
男
さ
ん
の
話
を
直
接
聞
け

る
貴
重
な
機
会
。
定
員
は
先
着
１
５

０
名
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
当
日
の
午
前

11
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
、
整
理

券
順
に
入
場
。
整
理
券
は
同
ビ
ル
５

Ｆ
の
〝
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
企
画
展
示
室
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
〞
に

て
配
布
。な
お
、あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

開
館
（
午
前
11
時
）
前
に
入
館
は
で

き
ま
せ
ん
。
入
場
に
は
当
日
有
効
の

「
大
河
原
邦
男
展
」
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
。
詳
細
は
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.ktqm

m
.jp

）

で
確
認
。

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

０
９
３
（
５
１
２
）
５
０
７
７

特別講師の石川九楊

　「
先
生
、内
定
も
ら
い
ま
し
た
！
」
。

短
大
ピ
ア
ノ
科
の
学
生
さ
ん
が
喜
び

の
声
と
と
も
に
レ
ッ
ス
ン
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
音
楽
関
係
で
は
な
く
金

融
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
企
業
だ
そ
う
で
す
。

私
は
常
々
「
ピ
ア
ノ
を
熱
心
に
や
っ

て
き
た
人
は
ど
ん
な
企
業
で
も
戦
力

に
な
る
は
ず
」
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
実
際
、
自
分
が
関
わ
っ
た
学

生
さ
ん
が
こ
の
よ
う
に
就
職
を
決
め

て
く
る
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も

就
職
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
も
ち

ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
先
述
の
学
生
さ
ん
が
ど
ん
な

子
か
と
言
い
ま
す
と
、
〝
素
直
〞
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
な
ん
て
受
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
彼
女
に
、「
何
か
受
け

て
み
た
ら
？
」
と
勧
め
る
と
、
即
答

で
「
は
い
、
や
っ
て
み
ま
す
！
」
。

次
の
日
に
は
、「
ど
れ
が
良
い
と
思

い
ま
す
か
？
」
と
幾
つ
か
の
コ
ン
ク

ー
ル
を
提
示
し
て
き
ま
す
。「
全
部

受
け
た
ら
？
」
と
勧
め
る
と
、
再
び

「
は
い
、
や
っ
て
み
ま
す
！
」
。
常

に
前
向
き
で
、
掛
け
声
だ
け
で
は
な

い
、
目
標
に
向
か
う
努
力
の
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
優
等
生
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
生

懸
命
で
憎
め
な
い
。
こ
の
性
格
が
、

企
業
の
方
に
も
目
を
留
め
て
い
た
だ

け
た
理
由
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ

し
っ
か
り
と
勉
強
し
、
幅
広
い
知
識

や
社
会
性
を
身
に
付
け
、
人
間
性
を

磨
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
世
界
で
も
タ
フ
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

う
れ
し
い
内
定
報
告

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

©タツノコプロ　©創通・サンライズ
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漫画
hiroba石　井　　茜

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Akane Ishii

　
『
タ
イ
ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー
ズ 

ヤ

ッ
タ
ー
マ
ン
』（
１
９
７
７
〜
79
年
）
、

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
（
79
〜
80

年
）
な
ど
、
誰
も
が
憧
れ
、
夢
中
に

な
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
登
場
す

る
数
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
た
の
が
、
日
本
初
の
〝
メ
カ
ニ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
〞
で
あ
る
大
河
原

邦
男
で
す
。
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
、
11
月
５
日
か
ら
「
メ

カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー 

大
河
原
邦

男
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

〝
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
〞
と
は
、

日
本
の
ア
ニ
メ
制
作
現
場
で
使
わ
れ

る
、
や
や
特
殊
な
用
語
で
す
。
１
９

７
０
年
代
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
ブ
ー

ム
の
さ
な
か
に
生
ま
れ
た
こ
の
言
葉

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
ア
ニ
メ

に
お
け
る
戦
闘
機
や
戦
艦
、
銃
器
や

要
塞
な
ど
、
機
械
的
な
構
造
を
持
つ

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
総
称
し

ま
す
。
か
つ
て
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
が

兼
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
専

任
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
ア
ニ
メ
作
品
に
参
加
し
た
の
が
大

河
原
な
の
で
す
。

　
竜
の
子
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
現
・

タ
ツ
ノ
コ
プ
ロ
）
に
入
社
し
た
大
河

原
は
、
72
年
に
『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ

チ
ャ
マ
ン
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。
『
タ
イ

ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー
ズ 

ヤ
ッ
タ
ー
マ

ン
』
で
は
、
毎
週
登
場
す
る
ユ
ニ
ー

ク
で
コ
ミ
カ
ル
な
メ
カ
の
デ
ザ
イ
ン

を
数
々
手
掛
け
、
独
立
後
に
は
『
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
や
『
装
甲
騎
兵

ボ
ト
ム
ズ
』（
83
〜
84
年
）
と
い
っ

た
重
厚
で
革
新
的
な
作
品
に
次
々
と

参
加
し
、
私
た
ち
に
鮮
烈
な
印
象
を

残
す
リ
ア
ル
な
ロ
ボ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ

を
創
り
出
し
ま
し
た
。
制
作
会
社
か

ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
、
豊
か
な
発
想
と

確
か
な
技
術
で
迅
速
に
応
え
、
短
期

間
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
彼
は
、

同
時
に
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
う
職
業
を
世
に
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
と
切
り

離
せ
な
い
の
が
、
番
組
と
連
動
し
た

玩
具
や
模
型
の
販
売
で
す
。
魅
力
あ

る
作
品
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
を
得
る

に
は
、
魅
力
あ
る
玩
具
を
制
作
で
き

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ニ
メ
の
商
品
に
お
い
て
は
、

動
く
・
変
形
す
る
・
合
体
す
る
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ミ
ッ
ク
が
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
メ

カ
の
構
造
に
興
味
を
持
ち
、
古
い
機

械
を
分
解
し
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う

大
河
原
。
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
メ

カ
の
、
変
形
・
合
体
と
い
っ
た
ギ
ミ

ッ
ク
を
再
現
し
た
立
体
模
型
を
手
ず

か
ら
作
成
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
作
品

を
メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
ん
だ
と
い
い

ま
す
。
こ
の
立
体
化
が
２
次
元
の
デ

ザ
イ
ン
に
絶
大
な
説
得
力
と
魅
力
を

付
し
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
で
し
ょ

う
。
「
モ
ノ
の
仕
組
み
を
考
え
る
」

こ
と
に
関
心
が
強
く
、
後
年
モ
ノ
づ

く
り
の
た
め
の
工
房
ま
で
設
け
た
彼

な
ら
で
は
の
仕
事
ぶ
り
と
言
え
ま
す
。

　
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
を
支
え
、

後
継
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
大

河
原
邦
男
。
現
在
も
第
一
線
で
活
躍

し
な
が
ら
、
工
業
メ
ー
カ
ー
や
地
方

自
治
体
と
の
仕
事
を
手
掛
け
る
な
ど
、

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
本
展

で
は
、
大
河
原
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画

を
は
じ
め
、
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
や
ア

ニ
メ
の
設
定
資
料
な
ど
を
一
堂
に
展

示
し
、
大
河
原
の
40
年
余
り
に
わ
た

る
全
仕
事
を
振
り
返
り
ま
す
。
本
邦

初
公
開
の
貴
重
な
資
料
や
描
き
下
ろ

し
新
作
も
加
え
、
大
河
原
の
デ
ザ
イ

ン
の
真
髄
に
迫
り
ま
す
。

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム5Ｆ企画展示室
【開催期間】11月5日（土）～2017年1月15日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）

【入館料】一般800円　中高生400円　小学生200円
【常設展とのセット券】　
一般1000円　中高生500円　小学生250円
※小学生未満無料

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

メカニックデザイナー 大河原邦男展

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
を
支
え
た
職
人

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
河
原
邦
男

©タツノコプロ　©創通・サンライズ
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大河原邦男氏近影

※

　現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
存
在
し
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
統
一
し
て
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
呼
び
ま
す

お
お 

か 

わ
ら

よ
う
さ
い

く
に 

お
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埋蔵財
化
文

hiroba
遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Yuko Yamaguchi

　
北
九
州
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
で
は
埋
蔵
文
化
財
速
報
展
『
川
の

そ
ば
で
暮
ら
し
た
人
々―

三
郎
丸
遺

跡
第
４
地
点
の
調
査
か
ら―

』
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
（
10
月
11
日
〜
11

月
14
日
は
休
館
中
）
。
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ま

に
北
九
州
市
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
毎
年
、
前
年

度
に
発
掘
し
た
最
新
の
調
査
成
果
を

速
報
展
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
展
示
中
の
三
郎
丸
遺
跡
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
遺
跡
は
小
倉
北
区
城
野
団
地
（
Ｊ

Ｒ
城
野
駅
の
北
側
）
に
所
在
し
、
２

０
１
５
年
４
月
22
日
〜
７
月
17
日
の

約
３
カ
月
間
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
面
積
は
３
４
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
古
代
の
川
の
跡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
川
底
に
堆
積

し
た
土
砂
の
中
か
ら
は
コ
ン
テ
ナ
３

０
０
箱
以
上
の
遺
物
が
出
土
し
、
当

時
の
人
々
の
生
活
用
品
が
川
の
中
に

大
量
に
流
れ
込
ん
で
い
た
状
況
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
が
遺
跡
の
調
査
で
期
待
す

る
成
果
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
？
　
立
派
な
建
物
の
痕
跡
？
　

ま
た
は
珍
し
い
高
級
品
が
出
土
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
　
川
の
跡
が
確

認
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
ピ

ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
、
遺
跡
の
調
査
に
携
わ
る

も
の
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
の
で

す
が
、
遺
跡
の
中
で
確
認
さ
れ
た
遺

構
が
ど
の
よ
う
に
埋
ま
っ
た
の
か
、

そ
の
中
に
ど
う
い
っ
た
遺
物
が
含
ま

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
遺
物
は

ど
う
い
う
状
態
で
出
土
し
た
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
発

掘
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
回

見
つ
か
っ
た
川
の
跡
は
、
砂
の
層
が

堆
積
し
て
い
る
上
に
灰
色
の
粘
土
の

層
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
砂
や
砂

利
は
、
川
や
水
路
な
ど
の
水
の
流
れ

が
発
生
す
る
所
に
ま
と
ま
っ
て
堆
積

す
る
こ
と
が
多
く
、
今
回
も
こ
の
層

を
確
認
し
た
こ
と
で
、
自
然
の
川
の

跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
の
流
れ
は
ほ
と
ん

ど
な
い
も
の
の
、
常
に
水
が
溜
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
低
湿
地
で
は
、
灰
色

や
青
色
な
ど
の
粘
土
が
堆
積
し
て
い

ま
す
。
砂
の
層
の
上
に
堆
積
し
た
粘

土
層
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
と
き

に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
川
は
徐
々
に
砂
の
層
で
埋
ま

っ
て
い
き
、
水
の
流
れ
が
無
く
な
っ

て
、
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
と
し

て
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
今
回
、
砂
の
層
の
中
か
ら
見
つ
か

っ
た
大
量
の
遺
物
は
、
大
き
な
流
木

や
割
れ
た
石
の
塊
な
ど
と
一
緒
に
出

土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
土
し
た

遺
物
は
ほ
と
ん
ど
が
割
れ
て
い
ま
す

が
、
表
面
は
当
時
の
状
態
を
良
く
残

し
て
お
り
、
あ
ま
り
ロ
ー
リ
ン
グ

（
河
原
石
の
よ
う
に
川
の
流
れ
の
中

で
磨
り
減
り
、
角
が
取
れ
て
い
く
こ

と
）
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
洪
水
の
よ
う
な
災
害
が
こ

の
川
で
起
こ
り
、
そ
の
際
に
近
く
に

あ
っ
た
集
落
を
巻
き
込
み
、
生
活
用

品
で
あ
る
土
器
な
ど
が
砂
の
層
と
一

緒
に
堆
積
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
の
砂
の
層

の
中
に
あ
っ
た
遺
物
は
８
世
紀
後
半

〜
11
世
紀
代
（
平
安
時
代
）
の
も
の

で
、
こ
の
こ
ろ
に
何
度
か
氾
濫
し
、

次
第
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
は

墨
で
字
が
書
か
れ
た
墨
書
土
器
や
当

時
高
級
品
で
あ
っ
た
緑
釉
陶
器
、
ま

た
瓦
な
ど
一
般
の
集
落
で
は
あ
ま
り

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
１
月
号
で
す
】

川
が
語
る
三
郎
丸
遺
跡

〈埋蔵文化財の展示案内〉

北九州市を掘る（84）　埋蔵文化財速報展『川のそばで暮らした人々―三郎丸遺跡第4地点の調査から―』
古代の川の跡や集落などから出土した墨書土器や緑釉陶器、黒色土器など約30点を展示。常設展もあり

【開催期間】12月18日（日）まで。　※10月11日（火）～11月14日（月）は展示入れ替えのため休館中
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
【入館料】無料

・北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093(582)0941)

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』 『シュガーロード・発掘物語』

【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

出
土
し
な
い
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
公
的
な
施
設
や
そ
れ

に
関
連
し
た
建
物
が
周
辺
に
存
在
し

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
も
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
の
川
の
跡
は
そ

こ
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
環
境
や
人
々
の
風
景
を
感
じ

さ
せ
る
多
く
の
情
報
を
現
代
の
私
た

ち
に
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

川の跡から出土した墨書土器、「廣」と読めます

古代の川の跡からたくさんの土器が出土しました

山　口　裕　子 

ぼ
く
し
ょ

り
ょ
く
ゆ
う 

と
う  

き
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漫画
hiroba石　井　　茜

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Akane Ishii

　
『
タ
イ
ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー
ズ 

ヤ

ッ
タ
ー
マ
ン
』（
１
９
７
７
〜
79
年
）
、

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
（
79
〜
80

年
）
な
ど
、
誰
も
が
憧
れ
、
夢
中
に

な
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
登
場
す

る
数
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
手

掛
け
た
の
が
、
日
本
初
の
〝
メ
カ
ニ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
〞
で
あ
る
大
河
原

邦
男
で
す
。
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
、
11
月
５
日
か
ら
「
メ

カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー 

大
河
原
邦

男
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

〝
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
〞
と
は
、

日
本
の
ア
ニ
メ
制
作
現
場
で
使
わ
れ

る
、
や
や
特
殊
な
用
語
で
す
。
１
９

７
０
年
代
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
ブ
ー

ム
の
さ
な
か
に
生
ま
れ
た
こ
の
言
葉

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
ア
ニ
メ

に
お
け
る
戦
闘
機
や
戦
艦
、
銃
器
や

要
塞
な
ど
、
機
械
的
な
構
造
を
持
つ

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
総
称
し

ま
す
。
か
つ
て
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
が

兼
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
専

任
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
ア
ニ
メ
作
品
に
参
加
し
た
の
が
大

河
原
な
の
で
す
。

　
竜
の
子
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
現
・

タ
ツ
ノ
コ
プ
ロ
）
に
入
社
し
た
大
河

原
は
、
72
年
に
『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ

チ
ャ
マ
ン
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。
『
タ
イ

ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー
ズ 

ヤ
ッ
タ
ー
マ

ン
』
で
は
、
毎
週
登
場
す
る
ユ
ニ
ー

ク
で
コ
ミ
カ
ル
な
メ
カ
の
デ
ザ
イ
ン

を
数
々
手
掛
け
、
独
立
後
に
は
『
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
や
『
装
甲
騎
兵

ボ
ト
ム
ズ
』（
83
〜
84
年
）
と
い
っ

た
重
厚
で
革
新
的
な
作
品
に
次
々
と

参
加
し
、
私
た
ち
に
鮮
烈
な
印
象
を

残
す
リ
ア
ル
な
ロ
ボ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ

を
創
り
出
し
ま
し
た
。
制
作
会
社
か

ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
、
豊
か
な
発
想
と

確
か
な
技
術
で
迅
速
に
応
え
、
短
期

間
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
彼
は
、

同
時
に
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
う
職
業
を
世
に
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
と
切
り

離
せ
な
い
の
が
、
番
組
と
連
動
し
た

玩
具
や
模
型
の
販
売
で
す
。
魅
力
あ

る
作
品
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
を
得
る

に
は
、
魅
力
あ
る
玩
具
を
制
作
で
き

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ニ
メ
の
商
品
に
お
い
て
は
、

動
く
・
変
形
す
る
・
合
体
す
る
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ミ
ッ
ク
が
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
メ

カ
の
構
造
に
興
味
を
持
ち
、
古
い
機

械
を
分
解
し
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う

大
河
原
。
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
メ

カ
の
、
変
形
・
合
体
と
い
っ
た
ギ
ミ

ッ
ク
を
再
現
し
た
立
体
模
型
を
手
ず

か
ら
作
成
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
作
品

を
メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
ん
だ
と
い
い

ま
す
。
こ
の
立
体
化
が
２
次
元
の
デ

ザ
イ
ン
に
絶
大
な
説
得
力
と
魅
力
を

付
し
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
で
し
ょ

う
。
「
モ
ノ
の
仕
組
み
を
考
え
る
」

こ
と
に
関
心
が
強
く
、
後
年
モ
ノ
づ

く
り
の
た
め
の
工
房
ま
で
設
け
た
彼

な
ら
で
は
の
仕
事
ぶ
り
と
言
え
ま
す
。

　
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
を
支
え
、

後
継
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
大

河
原
邦
男
。
現
在
も
第
一
線
で
活
躍

し
な
が
ら
、
工
業
メ
ー
カ
ー
や
地
方

自
治
体
と
の
仕
事
を
手
掛
け
る
な
ど
、

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
本
展

で
は
、
大
河
原
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画

を
は
じ
め
、
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
や
ア

ニ
メ
の
設
定
資
料
な
ど
を
一
堂
に
展

示
し
、
大
河
原
の
40
年
余
り
に
わ
た

る
全
仕
事
を
振
り
返
り
ま
す
。
本
邦

初
公
開
の
貴
重
な
資
料
や
描
き
下
ろ

し
新
作
も
加
え
、
大
河
原
の
デ
ザ
イ

ン
の
真
髄
に
迫
り
ま
す
。

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム5Ｆ企画展示室
【開催期間】11月5日（土）～2017年1月15日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）

【入館料】一般800円　中高生400円　小学生200円
【常設展とのセット券】　
一般1000円　中高生500円　小学生250円
※小学生未満無料

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

メカニックデザイナー 大河原邦男展

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
を
支
え
た
職
人

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
河
原
邦
男

©タツノコプロ　©創通・サンライズ

©創通・サンライズ

大河原邦男氏近影

※

　現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
存
在
し
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
統
一
し
て
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
呼
び
ま
す

お
お 

か 

わ
ら

よ
う
さ
い

く
に 
お



4

【開催期間】
10月22日（土）～12月4日（日）
※月曜日休館　
※10月22日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】大人700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
10
月
22

日
か
ら
、
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、

第
23
回
特
別
企
画
展
「
没
後
20
年
　

司
馬
遼
太
郎
展―

21
世
紀
〝
未
来
の

街
角
〞
で
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
本
展
の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
は
、『
国
盗
り
物
語
』

や『
竜
馬
が
ゆ
く
』、『
坂
の
上
の
雲
』

な
ど
、
戦
国
期
、
幕
末
明
治
期
に
焦

点
を
当
て
た
歴
史
小
説
を
数
多
く
執

筆
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
読

者
に
愛
さ
れ
、
繰
り
返
し
読
み
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と

考
え
た
と
き
、
も
ち
ろ
ん
物
語
の
面

白
さ
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
時
代
を
超
え
た
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
が
、
人
々
を

魅
了
し
て
や
ま
な
い
の
で
す
。

　
本
展
で
は
ま
ず
、「
16
世
紀
の
街
角
」

と
し
て
、『
国
盗
り
物
語
』『
播
磨

灘
物
語
』
『
関
ケ
原
』
な
ど
の
作
品

を
取
り
上
げ
ま
す
。
戦
国
、
群
雄
割

拠
の
時
代
を
、司
馬
遼
太
郎
は
「
人
」

に
主
眼
を
置
い
て
描
き
ま
し
た
。
こ

の
動
乱
の
時
代
に「
日
本
人
」
の
原

型
を
見
た
の
で
す
。
戦
国
時
代
は
、

貴
族
・
武
家
が
生
み
出
し
て
き
た
あ

文芸
hiroba 稲　田　 大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ
『国盗り物語』挿画（風間完画）　
司馬遼太郎記念館蔵

『この国のかたち』自筆原稿　司馬遼太郎記念館蔵

ら
ゆ
る
体
系
・
秩
序
が
崩
壊
し
始
め

た
時
代
と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、『
国

盗
り
物
語
』で
、旧
秩
序
の
破
壊
者
・

新
秩
序
の
創
造
者
と
し
て
織
田
信
長

を
捉
え
、
そ
の
才
能
の
先
駆
け
と
し

て
の
斎
藤
道
三
を
捉
え
ま
し
た
。
司

馬
は
こ
の
時
代
か
ら
未
来
へ
と
繋
が

っ
て
ゆ
く
「
日
本
人
」
の
あ
り
よ
う

を
見
据
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
次
の
「
19
世
紀
の
街
角
」
で
は
、

『
燃
え
よ
剣
』『
竜
馬
が
ゆ
く
』『
翔

ぶ
が
如
く
』『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど

の
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
新
し
い
時
代
へ
の
変
貌
を
遂

げ
よ
う
と
す
る
幕
末
期
、
若
き
維
新

志
士
は
じ
め
、
旧
藩
の
家
老
や
浪
人
、

商
人
な
ど
立
場
も
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
、
新
し
い
国
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
行
動
し
た
時
代
で
す
。
司

馬
遼
太
郎
は
佐
幕
派
、
倒
幕
派
の
い

ず
れ
の
立
場
も
題
材
に
採
り
、
人
と

し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
人
物
に
焦

点
化
し
、
近
代
日
本
が
生
ま
れ
、
歩

き
出
す
過
程
を
描
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
「
21
世
紀
の
街
角
」
は
、

司
馬
遼
太
郎
が
小
学
生
向
け
に
書
き

下
ろ
し
た
「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る

君
た
ち
へ
」
か
ら
採
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
６
年
に
没
し
た
司
馬
は
、
残

念
な
が
ら
21
世
紀
を
見
る
こ
と
が
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
未
来
を
見
据

え
、
こ
の
国
の
行
く
末
を
案
じ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
歴
史

を
経
糸
に
、
文
化
、
地
域
性
を
緯
糸

に
織
り
上
げ
ら
れ
た『
街
道
を
ゆ
く
』

や『
こ
の
国
の
か
た
ち
』『
風
塵
抄
』

な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
を
中
心
に
取
り
上

げ
ま
す
。
「
い
ま
」
か
ら
未
来
へ
の
、

司
馬
の
眼
差
し
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
広
い
分
野
に
関
心
を
示
し
た
司
馬

遼
太
郎
の
「
想
い
」
を
、
本
展
で
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
先
に
は
、
司

馬
作
品
の
新
し
い
読
み
方
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
な

た
て 

い
と

ふ
う 

じ
ん
し
ょ
う

ま
な
ざ

つ
な

よ
こ 

い
と

没後20年　司馬遼太郎展
　―21世紀“未来の街角”で
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北
九
州
市
立
美
術
館
分
館
で
は
、

11
月
19
日（
土
）か
ら
１
月
15
日（
日
）

ま
で
、
半
世
紀
に
わ
た
り
、
現
代
美

術
界
で
活
躍
を
続
け
る
彫
刻
家
・
岡

崎
和
郎
の
個
展
「
見
立
て
の
手
法―

岡
崎
和
郎 W

ho's W
ho

」
を
開

催
し
ま
す
。

　
１
９
３
０
年
、
岡
山
県
に
生
ま
れ

た
岡
崎
は
、
早
稲
田
大
学
で
西
洋
美

術
史
を
学
ん
だ
後
、
50
年
代
よ
り
鉄

の
彫
刻
作
品
を
手
掛
け
、
58
年
か
ら

「
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
に
出

品
。
60
年
代
に
は
、
美
術
評
論
家
の

瀧
口
修
造
に
認
め
ら
れ
て
世
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
種
多
様
な
手

法
に
よ
っ
て
独
自
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
品

を
展
開
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
奈
義
町
現
代
美
術
館
で
専
用

の
展
示
室
が
設
計
さ
れ
作
品
が
恒
久

設
置
（
94
年
）
さ
れ
る
ほ
か
、
倉
敷

市
立
美
術
館
（
97
年
）
、
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
鎌
倉（
２
０
１
０
年
）

を
は
じ
め
多
く
の
個
展
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
崎
は
「
御
物
補
遺
」
と

い
う
独
自
の
概
念
の
も
と
、「
西
洋

で
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
物
の
見
方

を
、
東
洋
の
見
地
か
ら
補
足
す
る
よ

う
な
オ
ブ
ジ
ェ
」
を
制
作
し
て
き
ま

し
た
。
電
球
や
人
形
な
ど
身
近
に
あ

る
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
の
内
側

を
型
取
る
こ
と
で
普
段
意
識
さ
れ
な

い
空
間
を
可
視
化
。
時
に
は
既
成
の

形
や
概
念
を
反
転
さ
せ
た
り
、
ま
た

は
偶
然
で
き
た
形
に
別
の
イ
メ
ー
ジ

を
反
映
さ
せ
た
り
と
、
岡
崎
の
オ
ブ

ジ
ェ
は
、
私
た
ち
に
思
い
が
け
な
い

視
点
や
驚
き
を
与
え
ま
す
。
そ
の
作

品
の
多
く
は
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
ほ

ど
小
さ
く
、
軽
快
で
愛
ら
し
い
姿
な

が
ら
も
、
緻
密
で
繊
細
な
つ
く
り
は

見
る
者
に
緊
張
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
歴
史
上
あ
る
い
は
同

時
代
の
人
物
（
や
そ
の
作
品
）
の
存

在
や
影
響
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
岡

崎
が
「
返
歌
」
と
し
て
制
作
し
た
作

品
群「W

ho's W
ho

（
人
名
録
）」

シ
リ
ー
ズ
を
一
堂
に
紹
介
し
ま
す
。

60
年
代
初
め
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま

で
長
年
に
わ
た
り
制
作
を
続
け
て
い

る
「W

ho's W
ho

」
シ
リ
ー
ズ
を

通
し
て
、
岡
崎
の
仕
事
の
全
容
を
概

観
し
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

「W
ho's W

ho

」
と
し
て
取
り
上

げ
た
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
、
ブ
ラ

ン
ク
ー
シ
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
、
チ

ャ
ー
チ
ル
英
元
首
相
、
ジ
ョ
セ
フ
・

コ
ー
ネ
ル
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ

ン
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、

マ
ン
・
レ
イ
、
葛
飾
北
斎
、
宮
本
武

蔵
、
河
原
温
、
磯
崎
新
な
ど
。
多
彩

な
人
物
た
ち
の
作
品
や
関
連
資
料
と

と
も
に
、岡
崎
の
主
要
作
品
を「
対
」

と
し
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
古
今
東

西
の
人
物
と
岡
崎
の
世
界
観
が
巡
り

会
い
、
語
り
合
う
場
を
つ
く
り
だ
し

ま
す
。

　
ま
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
12
月
25

日
（
日
）
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
評

論
家
の
巖
谷
國
士
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
や
、
毎
週
日
曜
日
（
12
月
25
日
、

１
月
１
日
を
除
く
）
に
は
、
学
芸
員

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施

し
ま
す
。
展
覧
会
と
併
せ
て
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

見
立
て
の
手
法―

岡
崎
和
郎

W
ho’s W

ho

葛飾北斎《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》1931～34年　
北九州市立美術館蔵

岡崎和郎《P.M.ボール》
2005年　個人蔵

岡崎和郎《〈消し絵〉冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》
2013年　個人蔵

岡崎和郎《ウィリアム・テルのりんご》
2008年　個人蔵

美術
hiroba 清　田　幸　枝

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Yukie Kiyota

ぎ
ょ  

ぶ
つ  

ほ    

い

い
わ  

や  

く
に  

お

Event
〈記念講演会〉
オブジェの不思議な世界　
岡崎和郎とダダ・シュルレアリスム

Information
見立ての手法―岡崎和郎 Who's Who

【会場】北九州市立美術館 分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】11月19日（土）～2017 年1月15日（日）
※会期中無休　
ただし、12月29日（木）～2017年1月1日（日・祝）は休館

【開館時間】午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000（800）円　高大生600（400）円　
小中生400（300）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】093(562)3215

【日時】12月25日（日）午後2時
（午後1時30分開場）
【会場】北九州芸術劇場 中劇場
（リバーウォーク北九州6F）
【講師】巖谷國士
（明治学院大学名誉教授）
※聴講無料



4

【開催期間】
10月22日（土）～12月4日（日）
※月曜日休館　
※10月22日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】大人700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
10
月
22

日
か
ら
、
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、

第
23
回
特
別
企
画
展
「
没
後
20
年
　

司
馬
遼
太
郎
展―
21
世
紀
〝
未
来
の

街
角
〞
で
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
本
展
の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
は
、『
国
盗
り
物
語
』

や『
竜
馬
が
ゆ
く
』、『
坂
の
上
の
雲
』

な
ど
、
戦
国
期
、
幕
末
明
治
期
に
焦

点
を
当
て
た
歴
史
小
説
を
数
多
く
執

筆
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
読

者
に
愛
さ
れ
、
繰
り
返
し
読
み
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と

考
え
た
と
き
、
も
ち
ろ
ん
物
語
の
面

白
さ
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
時
代
を
超
え
た
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
が
、
人
々
を

魅
了
し
て
や
ま
な
い
の
で
す
。

　
本
展
で
は
ま
ず
、「
16
世
紀
の
街
角
」

と
し
て
、『
国
盗
り
物
語
』『
播
磨

灘
物
語
』
『
関
ケ
原
』
な
ど
の
作
品

を
取
り
上
げ
ま
す
。
戦
国
、
群
雄
割

拠
の
時
代
を
、司
馬
遼
太
郎
は
「
人
」

に
主
眼
を
置
い
て
描
き
ま
し
た
。
こ

の
動
乱
の
時
代
に「
日
本
人
」
の
原

型
を
見
た
の
で
す
。
戦
国
時
代
は
、

貴
族
・
武
家
が
生
み
出
し
て
き
た
あ

文芸
hiroba 稲　田　 大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ
『国盗り物語』挿画（風間完画）　
司馬遼太郎記念館蔵

『この国のかたち』自筆原稿　司馬遼太郎記念館蔵

ら
ゆ
る
体
系
・
秩
序
が
崩
壊
し
始
め

た
時
代
と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、『
国

盗
り
物
語
』で
、旧
秩
序
の
破
壊
者
・

新
秩
序
の
創
造
者
と
し
て
織
田
信
長

を
捉
え
、
そ
の
才
能
の
先
駆
け
と
し

て
の
斎
藤
道
三
を
捉
え
ま
し
た
。
司

馬
は
こ
の
時
代
か
ら
未
来
へ
と
繋
が

っ
て
ゆ
く
「
日
本
人
」
の
あ
り
よ
う

を
見
据
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
次
の
「
19
世
紀
の
街
角
」
で
は
、

『
燃
え
よ
剣
』『
竜
馬
が
ゆ
く
』『
翔

ぶ
が
如
く
』『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど

の
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
新
し
い
時
代
へ
の
変
貌
を
遂

げ
よ
う
と
す
る
幕
末
期
、
若
き
維
新

志
士
は
じ
め
、
旧
藩
の
家
老
や
浪
人
、

商
人
な
ど
立
場
も
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
、
新
し
い
国
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
行
動
し
た
時
代
で
す
。
司

馬
遼
太
郎
は
佐
幕
派
、
倒
幕
派
の
い

ず
れ
の
立
場
も
題
材
に
採
り
、
人
と

し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
人
物
に
焦

点
化
し
、
近
代
日
本
が
生
ま
れ
、
歩

き
出
す
過
程
を
描
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
「
21
世
紀
の
街
角
」
は
、

司
馬
遼
太
郎
が
小
学
生
向
け
に
書
き

下
ろ
し
た
「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る

君
た
ち
へ
」
か
ら
採
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
６
年
に
没
し
た
司
馬
は
、
残

念
な
が
ら
21
世
紀
を
見
る
こ
と
が
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
未
来
を
見
据

え
、
こ
の
国
の
行
く
末
を
案
じ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
歴
史

を
経
糸
に
、
文
化
、
地
域
性
を
緯
糸

に
織
り
上
げ
ら
れ
た『
街
道
を
ゆ
く
』

や『
こ
の
国
の
か
た
ち
』『
風
塵
抄
』

な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
を
中
心
に
取
り
上

げ
ま
す
。
「
い
ま
」
か
ら
未
来
へ
の
、

司
馬
の
眼
差
し
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
広
い
分
野
に
関
心
を
示
し
た
司
馬

遼
太
郎
の
「
想
い
」
を
、
本
展
で
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
先
に
は
、
司

馬
作
品
の
新
し
い
読
み
方
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
な

た
て 

い
と

ふ
う 

じ
ん
し
ょ
う

ま
な
ざ

つ
な

よ
こ 

い
と

没後20年　司馬遼太郎展
　―21世紀“未来の街角”で
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江
戸
時
代
に
木
屋
瀬
宿
場
町
が
あ

っ
た
長
崎
街
道
沿
い
に
は
、
い
く
つ

も
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の

面
影
を
色
濃
く
残
す
木
屋
瀬
の
町
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
宿
場
町
の
始
終

を
示
し
た
と
い
わ
れ
る
「
構
口
」
の

石
垣
の
一
部
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
指
定
文
化
財

に
認
定
さ
れ
た
「
旧
高
崎
家
（
伊
馬

春
部
生
家
）
」
が
見
学
で
き
る
の
も

木
屋
瀬
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
木
屋
瀬
地
区
で
毎
年
11
月
に

行
わ
れ
る
「
筑
前
木
屋
瀬
宿
場
ま
つ

り
」
は
、
今
年
度
で
24
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
こ
の
〝
お
祭
り
〞
は
、
木
屋
瀬
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
地
域
の

活
性
化
」
を
目
的
に
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
宿
場
ま
つ
り
の
企
画
か
ら
広
報

活
動
ま
で
、
全
て
木
屋
瀬
地
域
の
方

々
が
担
当
を
決
め
て
お
祭
り
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。
夏
ご
ろ
か
ら

「
筑
前
木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
の
反
省

点
を
も
と
に
企
画
を
練
っ
て
い
き
ま

す
。
い
つ
も
同
じ
企
画
で
は
、
来
ら

れ
た
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
な
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
他
の
地
域
に
も
協

力
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
に
は
直
方
市
か
ら
市

指
定
無
形
民
族
文
化
財
に
な
っ
て
い

る
「
筑
前
植
木
岡
分
流
大
名
行
列
」

の
保
存
会
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
木

屋
瀬
の
街
道
を
当
時
の
大
名
行
列
さ

な
が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
木
屋
瀬
の
長
崎
街
道
沿
い

に
店
を
構
え
る
雑
貨
店「
恋
も
み
じ
」

を
中
心
に
、
各
地
の
小
物
作
家
の
方

々
が
集
ま
っ
た
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す

る
予
定
な
ど
が
あ
り
、
地
域
の
方
々

の
〝
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
〞
と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
お
祭
り
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
都
度
変
わ
る

企
画
も
あ
れ
ば
、
毎
年
必
ず
行
っ
て

い
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。
宿
場
ま
つ

り
開
催
当
時
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
宿
場
を
ど

り
」
と
し
、
無
形
民
族
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
「
宿
場
を
ど
り
」
を
中
心

と
し
て
、
筑
前
各
地
の
伝
承
盆
踊
り

の
団
体
が
競
演
。
ま
た
お
祭
り
の
最

後
に
は
、
「
宿
場
を
ど
り
」
を
祭
り

参
加
者
で
踊
る
「
総
踊
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
木
屋
瀬
の
長
崎
街
道
沿

い
に
残
る
旧
家
を
開
放
し
、
そ
こ
に

伝
わ
る
歴
史
あ
る
品
々
を
一
般
公
開

す
る
「
町
並
み
資
料
館
」
を
は
じ
め
、

神
社
仏
閣
や
旧
跡
を
巡
る
「
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
企
画
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
年
に
一
回
、
木
屋
瀬
の
町
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
結
す
る
「
筑
前

木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り
」
に
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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筑前木屋瀬宿場まつり
髙　田　佳　奈学芸員 Kana Takata

宿場をどり

木屋瀬中学校街道パレード

ゆるキャラ大集合　2014年

筑前植木岡分流大名行列　2013年

町並み資料館

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
北九州市八幡西区木屋瀬３の16の26

Information

【開館時間】午前９時～午後５時30分
(入館は午後５時まで)
【休館日】月曜日(月曜が祝日の場合は翌日)
年末年始
【入館料】
一般200円(160円)　高校生100円(80円)　
小・中学生50円(40円)
※（　）内は30名以上の団体料金
【お問合せ】093（619）1149

筑前木屋瀬宿場まつり

【場所】
八幡西区木屋瀬地区
(主に長崎街道沿い)
【日程】
平成28年11月６日(日)
【時間】
午前10時～午後４時

Event

か
ま
え
ぐ
ち

い

　ま

は
る 

べ

3 CulCul  2016. November

舞
台
の
「
熱
」「飛ぶ劇場」

『Red Room Radio～Reborn～』
チラシ

「大体2mm」
『退屈という名の電車の駅のホーム』
チラシ

く

と
げ

て
る
ひ
ろ

つ
づ

タ
ス
ク

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ア
タ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　
９
月
。
芸
術
の
秋
に
向
け
て
、
演

劇
公
演
の
数
も
徐
々
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増
え
て
く
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し
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っ
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タ
イ
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元
銀
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建

物
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枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ

ア
ン
シ
ア
タ
ー
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、「
旧
百
三
十
銀

行
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
、
面
白
い
公
演

が
あ
っ
た
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と
い
う
内
容
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文
章
を

書
い
て
い
る
。
奇
し
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、
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も

そ
の
２
カ
所
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上
演
さ
れ
た
作
品
に

つ
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触
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さ
せ
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だ
こ
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と

思
う
。
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光
本
町
商
店
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ア
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ン
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タ
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れ
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４
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の
作
品
に
つ
い
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日・４
日
）。『
悪
い

天
気
』
で
北
海
道
戯
曲
賞
大
賞
を
受

賞
し
た
藤
原
達
郎
の
新
作
を
、
「
二

番
目
の
庭
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／
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８
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を
主
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様

が
描
か
れ
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作
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。
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周
年
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迎
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「
飛
ぶ

劇
場
」が
〝N

extSeason V
ol.1

〞

と
銘
打
ち
上
演
し
た
の
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『 R
ed

Room
 Radio

〜Reborn

〜
』（
作

・
演
出
：
泊
篤
志
／
９
月
16
日
〜
19

日
）
だ
。
２
０
０
４
年
の
上
演
作
品

を
〝
Ｒ-
15
〞
指
定
で
再
演
。

 

月
末
に
は
熊
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の
劇
団
「
不
思
議

少
年
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『
棘
／
ス
キ
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バ
』（
作
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演
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迫
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／
９
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24
日
・

25
日
）
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上
演
し
た
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方
、
旧
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三
十
銀
行
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
、「
交
差
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

『
演
劇×

朗
読×

舞
踏
で
綴
る
「
夢

十
夜
」
』（
作
：
夏
目
漱
石
／
構
成
・

演
出
：
ア
ビ
コ
タ
カ
コ
／
９
月
22
日
）

を
上
演
。

　
ど
の
作
品
も
、
小
さ
な
劇
場
の
魅

力
を
引
き
出
す
工
夫
が
随
所
に
さ
れ

て
お
り
、
大
い
に
楽
し
め
た
。

　
そ
ん
な
中
で
ふ
と
思
っ
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こ
と
が

あ
る
。
小
さ
な
劇
場
で
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を
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る

と
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に
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売
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か
、
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つ
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照

明
機
材
に
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ま
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近
で
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Ｌ
Ｅ
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用
し
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照
明

機
材
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っ
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光
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町
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店
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台
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。
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嫌
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れ
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顔
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ど
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と
し
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も
多
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。

　
一
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ス
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、
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こ

と
、
一
台
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ま
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を
出
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い
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。
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台
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う
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仕
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台
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冷
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し
て
い
る
と
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で
も
、
舞
台
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ち
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汗
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こ
と
も
あ
る
く
ら
い
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白
熱
電
球
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
大
き
な

違
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は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
そ
の
熱
が
極
端

に
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
照
明
か

ら
の
「
熱
」
を
感
じ
ら
れ
な
い
舞
台

に
立
つ
。
そ
れ
も
少
し
寂
し
い
と
個

人
的
に
は
思
っ
た
り
も
す
る
。
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筑前木屋瀬宿場まつり
髙　田　佳　奈学芸員 Kana Takata

宿場をどり

木屋瀬中学校街道パレード

ゆるキャラ大集合　2014年

筑前植木岡分流大名行列　2013年

町並み資料館

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
北九州市八幡西区木屋瀬３の16の26

Information

【開館時間】午前９時～午後５時30分
(入館は午後５時まで)
【休館日】月曜日(月曜が祝日の場合は翌日)
年末年始
【入館料】
一般200円(160円)　高校生100円(80円)　
小・中学生50円(40円)
※（　）内は30名以上の団体料金
【お問合せ】093（619）1149

筑前木屋瀬宿場まつり

【場所】
八幡西区木屋瀬地区
(主に長崎街道沿い)
【日程】
平成28年11月６日(日)
【時間】
午前10時～午後４時

Event

か
ま
え
ぐ
ち

い

　ま

は
る 

べ



特集
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース　湧き上がる音楽祭

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

かるかるCulCul
Culture&Cultivate
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